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研究成果の概要（和文）： 

我々は写真の画素情報を用いないクラスタリング技術として、まず写真に付与されるメタデー
タ、特に EXIF とジオタグに着目した。EXIF とはその写真を撮影した時のカメラの設定情報で
あり、またジオタグとは撮影場所の緯度経度の情報である。近年普及が著しいスマートフォン
は、高精細なカメラと GPS を搭載し、また常時ネットワークに接続されており、SNS 上には非
常に沢山の EXIF とジオタグの付いた写真が公開されている。その写真を使って人の興味がどこ
に向いているのか AoI(Area of Interest)の可視化に成功した。実験により、従来の手法に比
べて、より正確に AoI を抽出できる事が分かった。さらに応用技術として、大量の画像の閲覧
を可能とする柔軟に構成可能な Tiled Display Wall 技術とその上で動作する高スケーラビリテ
ィな並列データ処理アルゴリズムを提案した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
We focused on the meta-data of the digital photographs and realize a clustering method 
which based on data-mining techniques, not image processing techniques. We use EXIF and 
geo-tag. EXIF represented the camera settings when a photo was taken. Geo-tag indicated 
a location (latitude and longitude) where a photo was taken. Today, with the spread of 
smartphones, a lot of digital photographs that have EXIF and geo-tag are shared on various 
Social Networking Services. We used the huge data-set and estimated geological AoI (Area 
of Interests). Out result shows that proposed method achieved high accuracy than the 
existing naïve techniques. We also proposed a parallel visualization interface which is 
called Tiled Display Wall and distributed data processing method on our proposed Tiled 
Display Wall. 
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１．研究開始当初の背景 
デジタルカメラの解像度向上が著しい昨今
において、データ量を考えると画像ファイル
そのものを処理するコストは以前とは比べ
ものにならないぐらいに増加している。また
スマートフォンの普及によって SNS上で大量
の写真が共有されるようになった。そこで、
本研究では画像の色や輪郭など画素情報を
使わない、独創的な写真画像のクラスタリン
グ手法構築を目指す。本手法は画素情報を用
いる画像検索・分類手法とは補完的な関係と
なりうる。我々が着目するのは Exif と呼ば
れるデジタルカメラが画像に付与するメタ
データ、そして GPS を併用することによる撮
影場所情報、さらに Flickr 等の写真共有サ
イトで分類に利用されているタグである。そ
れらメタデータを複合的に利用する事によ
って、高解像度化が著しいデジタルカメラ画
像において、効果的なクラスタリング・検索
を行う事が可能になる。 
 
２．研究の目的 
我々は SNS上で共有される大量の画像のから、
効率よく知見を発見する手法の構築を目指
した。またその実現に必要となる基礎技術と
して、超高解像度コンテンツを描画する
Tiled Display Wall 技術、また大きな画像メ
タデータを分散して処理する技術に関して
研究した。そして応用範囲を広げる為に画像
以外の SNS上のデータに関しても研究を進め
た。 
本研究の目的は画像のクラスタリングを、画
像を見ずに行う手法の実現であり、Exif やジ
オタグ等のメタデータのみで、画像をどこま
で分類できるのかを明らかにする事である。 
 
３．研究の方法 
研究は三つの柱で遂行した。一つは、本提案
の目的を直接的に達成する画像クラスタリ
ングの研究、もう一つは、そのインターフェ
ースとして機能する大規模可視化と分散処
理の研究、最後に応用を広げる目的で SNS 上
の文字情報のクラスタリングの研究である。 
画像クラスタリングの研究では、SNS 上の大
量の画像をクロールし、そこから集合知の抽
出を行う手法を取った。また EXIF に着目し
た手法においては、写真撮影時のカメラの設
定情報、例えばシャッタースピードや絞り値、
ホワイトバランス等の情報を使い、機械学習
を用いた分類器を生成する手法にてクラス
タリングを行った。 
 
４．研究成果 
主な研究成果として、大量かつ高精細な画像
リポジトリから、ジオタグ付き写真を用いて、
人がどこのどのようなエリアに興味がある
のかを具現化する手法を提案した。平易な例

で言い換えるなら、ローマのコロッセオ周辺
で取られたジオタグ付の画像群から、コロッ
セオの外形を推測できるかどうかのチャレ
ンジであり、またそのすぐ隣にあるコンスタ
ンチヌスの凱旋門が、コロッセオと別のラン
ドマークである事を認識させる事を目指し
た。従来手法では画像処理を行う事により、
コロッセオの外形を正確に再現する手法等
があったが、我々の目標は人の興味の対象の
具現化であり、ランドマークの形の正確な再
現では無い。そこで、画像を一切見ずに、撮
影位置の緯度経度、および一部の画像に付与
されている撮影方向のみを使った。それによ
り、画像処理ではなく、単なる数値処理によ
り、ランドマークの外形を推定する手法を実
現した。 
基本的なアイデアを次の図に示す。 

我々の仮説は次の通りである。あるランドマ
ークに対して、その外側で撮影された写真は、
内側を向いている事が考えられる、一方、内
側で取られた写真は内側だけでなく外側を
撮った写真も多い。 
この仮説を実証するアルゴリズムを提案し
た事が主たる研究成果である。提案アルゴリ
ズムは 3ステップからなる。まずあるエリア
で撮影された写真を大量に集め、密度ベース
のクラスタリング手法である DBSCAN によっ
て、大まかにランドマーク別のクラスタへ写
真を配置する。この時点では各クラスタには、
ランドマークの内側から撮られた写真、外側
から撮られた写真の双方があり、撮影地点の
外形を描くと、ランドマークよりも遥かに大
きな領域が抽出されてしまう。そこで、撮影
方向付きの写真を使って、ランドマークの大
きさを推定する。その後、写真の撮影位置を
使ってランドマークの外形を推定する事で、
撮影対象物のより正確な外形を描く事が可



 

 

能となる。 
次の図はコロッセオ周辺の画像を使った時
の結果の例示である。 

緑線が実際のコロッセオの外形であるのに
対して、青線は写真の密度のみで外形を推定
した場合、赤線がさらに撮影方向を加味して
推定した場合である。青線がコロッセオの外
側で撮影された写真も内包してしまってい
るのに対して、提案手法の赤線は、よりコロ
ッセオの外形に近い形を描けている事がわ
かる。これは結果の一例であるが、我々はこ
れに加えて広範囲な実験を行い、提案手法の
有効性を示した。 
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